











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6　仕事からの動機づ 1－1 個人の目標と研究テーマとの一致 1－1 上のきあた課題に割当てられる?
レ2 研究開発の手段選択の自由 1－2 研究開発の強い統制又は放任
2 創造活動の重要性の認識（内部と外 2 企業の目前の仕事のみを強調
部で）。論文発表などを認める。横断 企業のみへの忠誠を強調
的組織への忠誠を許す
3 二つの昇進経路 3 管理的能力のみ
能力主義，創造に賞 平等主義，年功主義のみ
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低業績企業（71社）































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 食品・水産 16 6
2 繊維・パルプ・紙（非技術集約的） 8 6
3 〃　　（技術集約的） 4 0
4 化学・薬品 29 11
5 石油・ゴム・硝子・土石 14 8
6 鉄鋼・非鉄金属 18 15
7 機械 21 9
8 電気機器・精密機械 45 10
































途 既存製品と同 用　　途 異 な　　る









技術異なる （J）　ビデオカメラ ③　コピー機械　ワードプPセッサー ⑪　住宅建設
（注）現在すでに多角化していれば大部分の製晶は㈲，（J）に入ってしまち。
36
組織の創造性について（河野）
を満たすものである。
　（1）昭和48年から58年までの11年間の売上
　　高倍率が2．4倍以上（名目）
　（2）総資本利益率（昭和48年，58年）
　　　利子前，税前総資本利益率が2年間平均で
　　7．2％以上
　　利子後，税引前利益（経常利益）の総資本に
　　対する比率が2年間平均で5．2％以上
　（3）昭和58年自己資本比率が23．3％以上
　　　低業績企業は上のうち，二つの条件が欠け
　　ているもの。また，赤字企業，自己資本比率
　　が非常に低企業。
　〈参考〉名目国民所得は昭和48年から58年ま
　　　での11年間に2．4倍以上になっている。
　　　　また，総資本利益は製造業で48年に8．74
　　　％，58年に5．8％，総資本経常利益は48
　　　年に6．85％，58年に4．32％，自己資本
　　　比率は48年20．O％，58年26．7％とな
　　　　っている。
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